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見頃を迎えたハナモモの花＝28日、大男市酉勝

西勝原　天覆うハナモモ圧

水田を鮮やカヽに彩るシバザクラ

神前で舞を披露する女子児童＝29日、小浜市
谷田苦Bの若宮ノヽ幡神社

泥だらけで
田んぼ満喫

鯖江・片上で催し

泥だらけになりながらソフト
バレーを楽しむ参力［者＝29

i劉【慧耀究鷺5　堕垂．E会則己慧
二＼－、～、＿／、＼

28をプ

山
の
残
雪
も
解
け
始
め
、
大

野
市
内
の
各
地
は
色
鮮
や
か

な
春
の
花
で
彩
ら
れ
て
い
る
。

西
勝
原
の
勝
原
花
桃
公
園
で

は
ハ
ナ
モ
モ
の
花
が
満
開
。

乾
側
地
区
で
は
田
ん
ぼ
の
あ

ぜ
道
に
植
え
ら
れ
た
シ
バ
ザ

ク
ラ
が
見
頃
を
迎
え
て
い
る
。

ハ
ナ
モ
モ
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
る
同
公
園
に
は
、
1

本
の
木
か
ら
2
色
の
花
を
咲

か
す
品
種
「
源
平
桃
」
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
白
や
ピ
ン

ク
色
の
愛
ら
し
い
花
が
、
青

空
や
周
囲
の
山
に
映
え
る
。

花
が
頭
上
で
咲
き
乱
れ
る

〝
ハ
ナ
モ
モ
ト
ン
ネ
ル
〟
も

出
現
し
、
訪
れ
た
人
々
は
通

り
抜
け
を
楽
し
ん
で
い
る
β

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
菜
の
花
も

植
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

花
尽
く
し
の
様
相
。

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

2
8
日
は
、
ス
イ
ス
か
ら
来
日

し
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
マ
イ

ス
キ
ー
さ
ん
（
空
の
姿
も
あ

っ
た
。
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
。

こ
れ
だ
け
の
ハ
ナ
モ
モ
が
咲

き
そ
ろ
う
公
園
を
訪
れ
る
の

は
初
め
て
」
と
奥
奪
気
味
に

語
っ
た
。
福
井
市
か
ら
訪
れ

た
6
0
代
夫
婦
は
「
圧
巻
の
風

景
で
、
ど
こ
で
写
真
を
撮
っ

て
も
絵
は
が
き
み
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

ハ
ナ
モ
モ
は
、
和
泉
地
区

で
も
植
え
ら
れ
て
お
り
、
西

勝
原
か
ら
、
下
山
、
朝
日
、

下
半
原
へ
と
見
頃
が
続
く
。

一
方
、
乾
側
地
区
で
は
田

割
印
東
．
コ
．
九
し
げ
〓
U

3
0
人
献
花
、
詩
朗
読

坂
井
で
「
葱
忌
」

坂
井
市
ゆ
か
り
の
詩
人
、

則
武
三
雄
さ
ん
を
し
の
ぶ

「
葱
忌
」
が
2
9
日
、
同
市
三

周
町
安
島
の
荒
磯
遊
歩
道
に

あ
る
則
武
さ
ん
の
詩
碑
前
で

営
ま
れ
た
。
献
花
や
詩
の
朗

読
を
行
い
、
故
人
の
功
績
に

思
い
を
は
せ
た
。

則
武
さ
ん
は
鳥
取
県
で
生

ま
れ
、
三
好
達
治
に
招
か
れ

三
国
に
移
り
住
ん
だ
。
9
0
年

に
8
1
歳
で
亡
く
な
り
、
翌
年

に
詩
碑
が
建
て
ら
れ
、
毎
年

璃
浦
安
の
舞
厳
か
奉
納

小
浜
・
谷
田
部
児
童
衣
装
ま
と
い

小
浜
市
谷
田
部
の
若
宮
八

幡
神
社
で
2
9
日
、
春
の
例
祭

が
営
ま
れ
、
女
子
児
童
に
よ

る
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
納
さ

れ
た
。
児
童
4
人
が
色
鮮
や

か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

神
前
で
伝
統
の
舞
を
厳
か
に

舞
っ
た
。

浦
安
の
舞
は
1
9
4
0
年

に
皇
紀
2
6
0
0
年
記
念
事

業
と
し
て
、
全
国
の
神
社
で

一
斉
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
。

若
宮
八
幡
神
社
で
は
一
時
中

断
し
て
い
た
が
、
1
9
7
9

年
に
復
活
し
た
。

浦
安
は
「
心
の
安
ら
か
」

を
意
味
す
る
と
さ
れ
、
平
和

を
祈
る
舞
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
2
部
に
分
か
れ
前
半
は

ヒ
ノ
羊
の
扇
を
手
に
、
後
半

は
鈴
を
持
っ
て
舞
う
。
児
童

は
3
月
中
旬
か
ら
練
習
を
積

ん
で
き
た
。

神
前
の
舞
台
に
、
朱
色
の

は
か
ま
や
羽
織
を
身
に
着
け

た
「
舞
姫
」
の
児
童
が
登
場
。

雅
楽
に
合
わ
せ
7
人
の
児
童

が
歌
う
中
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
で
舞
を
披
露
し

た。
舞
姫
の
1
人
、
浦
谷
桜
空

さ
ん
（
口
名
田
小
6
年
）
は

「
2
回
目
な
の
で
落
ち
着
い

て
舞
え
た
。
昔
か
ら
伝
わ
る

舞
を
披
露
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
佐
々
木
哲
也
）

鯖
江
市
片
上
地
区
の
第
3
0

回
か
た
か
み
春
た
ん
ば
（
福

フ
ト
バ
レ
ー
や
ソ
リ
引
き

競
争
、
ス
テ
ー
ジ
な
ど
多

彩
な
催
し
を
楽
し
ん
だ
。

「
ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
」
で
は
、
地
元
の
主
婦
や

小
学
生
ら
が
4
人
1
組
で やレ　▼憂たき　日、鯖江市大野町

1
2
チ
ー
ム
出
場
。
田
ん
ぼ

に
足
を
取
ら
れ
、
全
身
泥
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
ゲ
ー
ム
を

楽
し
ん
だ
。
参
加
者
は
レ
シ

ー
ブ
や
ア
タ
ッ
ク
を
決
め
る

と
、
「
や
っ
た
」
と
歓
声
を
上

げ
、
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
3
0
許

を
記
念
し
、
芸
人
の
長
州

小
刀
さ
ん
が
登
場
。
一
緒
に

パ
ラ
パ
ラ
を
踊
り
盛
り
上
が

った。春
た
ん
ば
の
イ
ベ
ン
ト
を

題
材
と
も
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
旺
奔
諒
恕
象
）

も
始
ま
り
、
5
月
2
0
日
ま
で

さ
く
ひ
ん
　
　
　
つ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
上
う

作
品
を
募
っ
て
い
る
。
詳

細
は
春
た
ん
ば
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
　
　
（
前
田
皐
）


